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ドイツ語の複数形について

児玉彦一郎

0. はじめに。

ドイツ語の名詞は性・数・格の範醇に関して語形変化するが，名詞自体

の形態を考える場合，特に問題となるのは性の区別と複数形であろう。そ

れは格変化が主に統語（Syntax）上の概念であり，格変化について問題と

なる場合，文法書を繕げば良いのに対し，性の区別と複数の語形が問題と

なる場合は，辞書（Lexikon）を縮かなければならないからである。つま

り名詞の性の区別と複数形は辞書の領域であり，性と複数形に関してはそ

の当該の単語に関する知識が必要となるからである。

本稿は辞書の名詞の語葉全体に関し， ドイツ語の名詞の性と複数形との

関係について観察し，複数形における傾向を考察することを目的としてい

る。即ち辞書の領域を文法の領域にすることが本稿の目的である。一般に

ドイツ語の名詞の複数形はある特定の形態素を付け，また，ある単語では

ウムラウトさせることによって複数が示めされるが，本稿ではその複数形

をまずゼロ型， e型， er型， en型という四つのタイプを考察の対象とし

た上で，性と複数形の関係を明らかにしようと試みたものである。その

際，外来語の s型を用いるが，しかし外来語の s型と特殊な複数形につい

ては考察の対象外である。

0. 1. 資料について。

既に Duden10巻本シリズの一冊である第 10巻 DasBedeutungs-

worterbuch （以下略して Dudenと呼ぶ〉に登録してある約1万6千の見

出し語の内の〈見落しがあったかもしれないが〉全ての名詞を対象とし，

-194ー ( 81) 



その名詞全てを基礎語棄と看倣して分布を調べ，報告した事がある。本稿

略は更に約4万の見出し語の「アルファ独和辞典」（三修社， 1989)（以下，

して「アルファ」と呼ぶ〉を資料（「アルファ」の語集は Klett社の Pons-

Kompakt-worterbuch Deutsch-English, 1985を基にしている〉とし，

Dudenの資料を補い， 名詞の分布と傾向を調べたものである。従って，

資料の扱い方，資料の分類の仕方については「アルファ」に従った。また

本資料についておかしいと思われる項目については Universalを参考にし

たく従って単語に関してはその都度 Universalの該当項目を参照のこと。

この場合は特に断りを入れていない。〉。

以下，

分布について

傾向について

また女性名詞，男性名詞，中性名詞の順で述べる。女性名詞であること

を表わす定冠詞の dieはeと略す。同様に男性名詞はじ中性名詞は sで

表わす。

1. 女性名詞について。

1. 1.分布について。

ゼロ型では外来語と数や単位を表わす名詞を除き， Dudenになくて「ア

ルファ」で、現われた名詞は eFlak. e Handvoll.の2語である。 eFlak. 

は Universalに拠れば eFlug (zeug) abwehrkanone.の Kurzwortで
(1) 

ある。また eHandvoll. は eineHand vollから生じたものである。従

って，このクラスに属する主な女性名詞は eMutter. e Tochter.の2語

とその複合語だけということになる。

e型では女性名詞が少数である。 Dudenになくて「アルファ」で現わ

れた名詞は eTri.ibsal. e Brunst. e Herkunft. e Luft. e Sehnsucht. 

e Sucht. e Wulst.の7語である。このうち eHerkunft.は－kunftを基

礎としており，これは Dudenにあった。また eBrunst. e Herkunft. 
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e Luft. e Sehnsucht. e Sucht.は Dudenでは複数形がない名詞として

登録され， eWulst.は男性名詞としてしか登録されてなかった。従って，

これらの名詞を加えたとしても， 31語にしかならない（合成語を含めない〉

ので，女性名詞のなかでは少数派であると考えられる。なお， eZuflucht. 

は Duden ではこのクラスに属する名詞として登録されているが，「アル

ファ」では en型として登録されている。

e型のバリエーションとして se型がある。 Dudenになくて「アルフ

ァ」で、現われた女性名詞は，全て ・nisで終る名詞であった。従って，こ

のクラスに属する名詞は主に ・nisで終る女性名詞であると考えられる（そ

の逆は成り立たない〉。なお， Kosinus が女性名詞であるというのは誤り

であろう（Klettの辞書も同様である〉。

er型の女性名詞はなかった。

en型には n型も含める。女性名詞の n型には語形上の特徴があり，そ

れは ・e,・el, ・erで終るということである。この特徴は男性名詞・中性名

詞でも当てはまるが，女性名詞には ・eがあるのに対して，男性名詞・中

性名詞にはなく，また男性名詞・中性名詞にはでnがあるのに対して，女

性名詞にはないことに注意する必要がある。この特徴は ・e,・e , ・en, ・er 

に更に ・eを加えることは出来ない，という規則にまとめることが出来る

であろう。従って， ・e, ・el, ・erで終る女性名詞の場合には複数を示すた

めに ・enではなく，形態素 ・nを付け， ・el,・en, ・erで終る男性名詞・中

性名詞には ・eではなく，形態素 ψを付け，いわゆるゼロ型となるわけで

ある。例えば Spachtel,Spatelの2語は同じ意味であるのに，性が男性

・女性名詞と異なっている。この場合も男性名詞ならばゼロ型であり，女

性名詞ならばn型である。また Kiefer,Leiter, Mangel, Otter，の 4語は

性が男性・女性名詞と異なっており，意味も性に対応して異なっている。

この場合も男性名詞ならばゼロ型であり（Mangelはウムラウトもする〉，
(3) 

女性名詞ならば n型である。また Koppel,Partikel, Steuer 3語は性が

中性・女性名詞と異なっており，意味も特に対応して異なっている。この

場合も中性名詞ならばゼロ型であり，女性名詞ならばn型である。
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従って女性名詞の大多数は複数形としては en型に（ n型も含めて〉属

することになる。

ウムラウトについては，ゼロ型の女性名詞では eMutter. e Tochterの

2語とその複合語だけがウムラウトする。 e型の女性名詞では eMiihsal. 

・e Triibsal.の（－salで終る女性名詞もこのクラスに属するかもしれない

が） 2語以外全てウムラウトする。 en型（ n型も含めて〉の女性名詞で

は， eWerkstatt. e Feistatt. の2語とその複合語だけがウムラウトし，

他はしない。この 2語にはそれぞれ eWerkstatte. e Feistatte.の別形が

ある。従って女性名詞の大多数はウムラウトしない，と言える。

結論として，女性名詞の大半は en型にくn型も含めて〉属し，ウムラ

ウトしない，ということになる。

1. 2. 傾向について。

例証として数は少ないが「アルファ」なかの女性名詞で，複数形に揺れ

がある名詞を調べることによって，女性名詞の傾向を見てみる。

まずs型の女性名詞で複数形の揺れがある名詞は eOrder. e Reling. 

・e Tornee.の3語である。 eOder. e Tornee.の複数形はそれぞれ Ordern,

Torneenである。 eReling.は Universalに拠れば複数形は一般に s型で

あり， seltenerででもあり得るが，複数形がそもそもくselten＞である。

また方言で複数形の揺れがある名詞は eSaison. と eCreme. の複合

語である。 Universalに拠れば eSaison.は南ドイツ，オーストリアで複

数形が Saisonenになる。また eCreme.は Universalに拠ればスイス

で複数形が Cremenとなる。

辞書の記述で「まれに」とある女性名詞のなかで，－e,-ik, -keit, -ung, 

など女性名詞を現わす特定な接尾辞をもたない名詞は eHeimat. e Mo・

ral.の2語で，これらの複数形はそれぞれ Heimaten,Moralenである。

ここでも例証として数は少ないが， 結論として，女性名詞の大半は en

型に（ n型も含めて〉属し，ウムラウトしない，ということになる。
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2. 男性名詞について。

2. 1.分布について。

ゼロ型ではもで終る外来語と通貸・物理などの単位を表わす名詞を除

き， Dudentこなくて「アルファ」で、現われた名詞は rFonds. r Lotos. 

の2語である。 また rKohlrabi.の複数形には s型の別形がある。また

r Krimi.は Universalに拠れば rKriminalfilm. r Kriminalroman.の

Kurzformで，複数形には s型の別形がある。従って，このグラスに属す

る主な男性名詞はで1,-en, -erで終る名詞ということになる。

e型でDudenになくて「アルファ」で、現われた名詞は多数で、あったが，

特性は見つけられなかった。

e型のパリエーションとして se型がある。 Duden になくて「アルフ

ァ」で現われた男性名詞は， rAs 「古代ローマの貨幣・重量単位」以外，

全て－us,-isで終る外来語であった。従って，このクラスに属する名詞は

主に－us,-isで終る外来語であると考えられる〈その逆は成り立たない〉。

er型の男性名詞で， Dudenになくて「アルファ」で、現われた名詞は

r Bosewicht. 1語である。この単語の複数形には s型の別形がある。従っ

て，このクラスに属する名詞は rBosewicht.を含めて14語であり，集合

としては閉じていると考えられる。

en型には n型も含める。男性名詞の n型には語形上の特徴があり，そ

れは－eで終るということである。この特徴は男性名詞・中性名詞でも当

てはまる。男性名詞の場合，このクラスに属する名詞は「男性弱変化名

詞」と呼ばれている名詞か，または名詞の「混合変化」とも呼ばれている

名詞である。

「男性弱変化名詞」で Dudenになくて「アルファ」で現われた名詞は

多数あり，これらは国・地域名をもった「人間」や「動物」などを意味す

る名詞であった。

「混合変化」では rDampfaff. r Fasan.ネ rFink.* r Firn. r Forst. 

r Gurt. * r Hader. の7語と複合語であった。 この内， r Dampfaff. 
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r Fink.の2語には「男性弱変化名詞」の別形があり， rFasan. r Firn. 

r Forst. r Gurt.の4語には e型の別形がある。また rHader.にもゼロ

型の別形がある。従って－orで終る名詞を除いて，このグラスに属する名

詞はこれらの 7語を含めても37語であるが，別形のない名詞では14語であ

り，集合としては閉じていると考えても良いだろう。 rName.などの名

詞はそのままである。

2. 1. 1. ウムラウトについて。

ゼロ型の男性名詞では Dudenになくて「アルファ」で現われた名詞は

r Hammel. r Handel.の2語であるが， Dudenでは rHandel.とHan-

del.が別の見出し語になっている。また rHammel.は Universalに拠れ

ば，その複数形 Hammelは seltenerである。このグラスも集合として

閉じていると考えられる。

e型で Dudenになくて「アルファ」で、現われた名詞で，－pfで、終らない

名詞ば以下の20語である。＊．はここではウムラウトしない場合があること

を示す。

r Altar. r Ausschank. r Amwuchs. r Bausch.へrBub.*. r Herzog.*. 

r Hub. r Marschall. r Propst. r Punsch. *. r Morast. *. r Schalk.*. 

r Schall.*. r Schaum. r Schacht. r Schlamm. *. r Schlot. *. r Schub. 

r Spat.*. r Wanst. 

なお， rWanst.には中性名詞の別形がある。

e型で言える事は－pfに終る名詞がこのクラスに属するということであ

る0 ・pfで終って，このクラスに属さない名詞は sGeschi:ipf. r Hans-

dampf. r Untershlupf.の3語であるくrDampf.はウムラウトする〉。

Universalに拠れば rUnterschlupf.の複数は seltenとのことである。

ただし， r Schimpf.はウムラウトできないし，また複数形もない。

er型ではウムラウト可能な名詞は全てウムラウトする。

en型はウムラウト可能な名詞であってもウムラウトしない。
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2. 2. 傾向について。

「アルファ」なかの男性名詞で，複数形に揺れがある名詞を調べ，男性

名詞の傾向を見てみる。

2. 2. 1. s型の揺れについて。

s型の男性名詞で複数形の揺れがある名詞は全部で60語あった。これら

のパターンは主にゼロ型と s型，及びゼロ型と e型の 2通りある。「男性

弱変化名詞」と s型との揺れがある名詞は rFatzke. 1語だけである。

r Keks.はもで終る名詞であるので，ゼロ型と e型の間で揺れる。 rKeks. 

には中性名詞の別形がある。

2. 2. 1. 1. ゼロ型と s型の揺れについて。

このクラスに属する名詞は以下の10語である。

r Bengel. r Eskimo. r Hindu. r Israeli. r Kohlrabi. r Kumpel. 

r Paprika. r Poster. r Stra.Bentunnel. r Tunnel. 

この内， rEskimo. r Hindu. r Israeli. r Kohlrabi. r Paprika. は外

来語である。

また， r Bengel. r Poster. r StraBentunnel. r Tunnel. の 4~喜は－el,

-erで終る男性名詞であり，－el,-en, -erで終る男性名詞・中性名詞型は

一般に－eを付加しないで，このクラスに属する。 rPoster.には中性名詞

の別形がある。

r Kumpel.は口語でs型となる。

2. 2. 1. 2. e型と s型の揺れについて。

このクラスに属する名詞は以下の26語とその複合語である。

r Balkon. r Ballon. r Bisam. r Biskuit. r Block. r Boykott. r Clan. 

r Frack. r Galopp. r Kabeljau. r Kai. r Karneval. r Krepp. 

r Leutnant. r Lunch. r Lift. r Olscheich. r Ozelot. r Park. r Pier. 

r Pudding. r Skat. r Sketch. r Spleen. r Stau. r Test. r Toast. 

r Zappeliphilipp. 

この内， r Block. と r Frack.はそれぞれウムラウトして Blocke,
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Fr a ekeとなる。 rLunch.と rSketch.はs型の場合，－［e]sである。

r Biskuit.には中性名詞の別形がある。

また e型と s型の聞に揺れがあるが， s型が優勢である名詞は以下の 9

語とその複合語である。 e型の場合 rSchall.はウムラウトすることもあ

る。

r Karton. r Schal. r Schall. r Scheck. r Schock. r Spurt. r Start. 

r Tank. r Wrack. 

.2. 2. 1. 3. まとめ。

s型の揺れについては男性名詞の場合，でl,-en, -erで終る名詞でなけ

れば，主にeの型に属する，といっても良いであろう。

2. 2. 2. 種類の揺れについて。

辞書の記述で「種類を表わす」ときのみに複数形を持つ名詞が17語あっ

ずこ。

ゼロ型の名詞は以下の 4語である。これらは，－en,-erで終っている。

r Pfeffer. r Roggen. r Weizen. r Zucker. 

ここでも－el,-en, -erで終る男性名詞・中性名詞型は一般に－eを付加し

ないとし、う規則が当てはまる。

e型の名詞は以下の10語である。

r Alkohol. r Beton. r Honig. r Kalk. r Reis. r Sand. r Speck. 

r Wein. r Tabak. r Zement. 

この内， rBet on.は s型にも属する。 rZement.には中性名詞の別形が

ある。

s型の名詞は以下の 3語である。

r Kakao. r Kaff ee. r Tee. 

r Kaffee.は Universalに拠って分類した。

従って， 「種類を表わすときのみ」の揺れについては男性名詞の場合，

-el, -en, -erで終る名詞でなければ，主に e型に属する，といっても良い

であろう。
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方言の揺れについて。方言で複数形の揺れがある名詞は全て e型と s型

の間で揺れを示す語である。

e型Jニs型の間で揺れを示す名詞は rBrau. r Fasching.の2語であ

る。 s型が優勢である名詞は rFrisiersalon.の1語である。

2. 2. 4. 「まれに」の揺れについてo

辞書の記述で「まれに」複数形を持つ名詞が32語あった。

ゼロ型の名詞は以下の 3語である。これは・en,-erで終っている。

r Rusten. r Schimmer. r Schnupfen. 

ここでも－el,-en, -erで終る男性名詞・中性名詞型は一般にでを付加し

ないという規則が当てはまる。

e型の名詞は以下の18語の名詞とその複合語である。

r Abschied. r Alltag. r Anhalt. r Appetit. r Ausgliech. r Brei. 

r Erwerb. r Gemahl. r Hauch. r Humor. r Nord. r Ost. r Schmuck. 

r Schreck. r Sud. r Tausch. r Tod. r羽Test.

「まれに」ついては男性名詞の場合，でI,-en, -erで終る名詞でなけれ

ば，主にe型に属する，といっても良いであろう。

2. 2. 5. まとめ。

以上，揺れについて見てきたが，男性名詞の場合，－el,-en, -erで終る

名詞でなければ，主にe型に属属し，ウムラウトしない，といっても良い

ことになる。

3. 中性名詞について。

3. 1. 分布について。

ゼロ型では－sで終る外来語，音楽・物理などの単位を表わす名詞，色

を表わす名詞を除き， Dudenにはなく「アルファ」で現われた名詞は

s Abc. s Manover.の2語である。また sFinale.には複数形として s

型の別形がある。これらの他にまだこのクラスに属する語があるかもしれ
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ないが，それらは外来語であると考えられる。従って，このクラスに属す

る主な男性名詞はで1,-en, -erで終る名詞ということになる。

e型でDudenになくて「アルファ」で、現われた名詞は多数で、あったが，

特性は見つけられなかった。

e型のパリエーションとして se型がある。 Dudenになくて「アルフ

ァ」で現われた中性名詞は，全てすiisで終る外来語であった。従って，

このクラスに属する名詞は主に－nisで終る外来語であると考えられる（そ

の逆は成り立たなし、〉。

er型の中性名詞で， Duden になくて「アルファ」で、現われた名詞は

s Hospital. s Stift. s Warns. s Wanst.の4語である。この内， sHospital. 

の複数形には e型の別形がある。また sStift.に関しては er型はまれで

あり，一般的には e型である。 SWarns.は単語自体が古い。更に sWanst. 

には男性名詞の別形がある。従って，このグラスに属する名詞は sHospital. 

を含めて61語であり，集合としては関じていると考えても良いだろう。

en型には n型も含める。中｜生名詞の n型には語形上の特徴があり，そ

れは－eで終るということである。この特徴は男性名詞・中性名詞でも当

てはまる。中性名詞の場合，このクラスに属する名詞は名詞の「混合変

化」とも呼ばれている名詞である。「混合変化」で， Dudenになくて「ア

ルファ」で、現われた名詞は sChromosom. s Elektron. s Eck. s Gor. 

s Ion. s Neutron. s Proton. s Quant. s Stott. の9語であった。この

内， sEck. s Stott.の2語には複数形として e型の別形がある。従って，

このクラスに属する名詞はこれらの 9語を含めても21語であるが，別形の

ない名詞では17語であり，集合としては閉じていると考えられる。

3. 1. 1. ウムラウトについて。

ゼロ型の中性名詞では sKloster. s Wasser. の2語とその複合語だけ

である。

e型の中1生名詞では sFloB.とその複合語だけである。

er型ではウムラウト可能な名詞は全てウムラウトする。
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それに対して en型はウムラウト可能な名詞であってもウムラウトしな

し、。

中性名詞はウムラウトに関して閉じていると考えらる。

3. 2. 傾向について。

「アルファ」なかの中性名詞で，複数形に揺れがある名詞を調べ，中性

名詞の傾向を見てみる。

3. 2. 1. s型の揺れについて。

s型の中性名詞で複数形の揺れがある名詞は全部で39語あった。これら

のパターンは主にゼロ型と s型，及びゼロ型と e型の 2通りある。 sKeks. 

はもで終る名詞であるので，ゼロ型と e型の聞で揺れる。 sKeks.には

男性名詞の別形がある。

3. 2. 1. 1. ゼロ型と s型の揺れについて。

このクラスに属する名詞は sAch. s Finale. s Regime. s Ich. s Poster. 

の5語である。

この内， sAch. s Ich.の4語は「中性名化」した名詞で、あり，色を表

わす形容詞の「中性名詞化」（例えば sBlau.）した名詞もここに含まれ

る。 sFinale. s Regime. s Poster.は外来語である。また， sPoster.は

-erで終る中性名詞であり，－el, -en, -erで終る男性名詞・中l生名詞型は

一般に－eを付加しないので，このクラスに属する。 sPoster.には男性

名詞の別形がある。また sRegime.はゼロ型と s型の聞に揺れがあるが，

ゼロ型が優勢である。

3. 2. 1. . e型と s型の揺れについて。

このクラスに属する名詞は以下の33語とその複合語である。

s Aktiv. s Biskuit. s Biwak. s Couvert. s Fazit. s Gu~asch. s Heck. 

s Kaff. s Kakussel. s E三ollektiv.s Kuvert. s Labor. s Lebewohl. 

s Maleur. s Mammut. s Match. s Parfiim. s Picknick. e Reck. 

s Relief. s Ri.ickstau. s Schrapnell. s Schwimmdock. s Zyklotron. 
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s Biskuit.には男性名詞の別形がある。

及び－ettで終る名詞：

s Brikett. s Biifett. s Bukett. s Etikett. s Jackett. s Kabarett. 

s Klosett. s Korsett. s Parkett. s Roulett. 

また e型と s型の聞に揺れがあるが， s型が優勢である名詞は sDeck. 

s Dock. s Kotelett. s Tablett.の4語とその複合語である。

3. 2. 1. 3. まとめ。

s型の揺れについては中性名詞の場合， -el, -en, -erで終る名詞でなけ

れば，主に e型に属する，といっても良いであろう。

3. 2. 2. 種類の揺れについて。

辞書の記述で「種類を表わすときのみ」に複数形を持つ名詞が7語あっ

た。

e型の名詞は以下の 5語である。

s Bier. s Mehl. s Pech. s Wachs. s Zement. 

s Zement.には男性名詞の別形がある。

er型の名詞は S Unkraut.だけである〈ウムラウトする〉。

s型の名詞は sGummi.だけである。これにはゼロ型の別形がある。

従って， 「種類を表わすときのみ」の揺れについては，主にe型に属す

る，といっても良いであろう。

3. 2. 3. 方言の揺れについて。

方言で複数形の揺れがある名詞は 2語で e型と s型の間で揺れを示す語

である。

e型と s型の間で揺れを示す名詞は sBillett.の1語である。 e型が優

勢である名詞は sBillard.の1語である。

3. 2. 4. 「まれに」の揺れについて。

辞書の記述で「まれに」に複数形を持つ名詞が3語あった。
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ゼロ型の名詞は sGelachter.だけである。

ここでも－er,-en, -erで終る男性名詞・中性名詞型は一般に－eを付加し

ないという規則が当てはまる。

e型の名詞は S Lob. s Zweig.の2語の名詞であった。

3. 2. 5. まとめ。

以上，揺れについて見てきたが，中性名詞の場合，－el,-en, -erで終る

名詞でなければ，主にe型に属属し，ウムラウトしない，といっても良い

ことになる。

4. 結論。

本稿は約4万の見出し語の「アルファ独和辞典」を資料とし， Dudenの

資料を補い，名詞の分布と傾向を調べたものである。

分布に関しては既に見てきたように， er型に属する名詞は少なく，中性

名詞で61語，男性名詞で14語しかない。なお er型に属する女性名詞はな

し、。

語形上の特徴について，男性名詞は－el,-en, -erで終る名詞，中性名詞

では更に suffixの－chen,-lein及び Ge--eの構造をもっ名詞の場合・φ

を付加し，ゼロ型となる。また男性弱変化名詞，女性名詞では－eで終る

名詞の場合－nを付加する。これらの場合，弱音の－e－が重要な役割を演

じていると考えられる。この意味で， Russの言うようにe型とゼロ型を一

つにまとめ，－e,-el, -en, -erで終る名詞の場合，－eを付加したくても出来

ないと考えれば，ゼロ型はこの語形上の特徴を考慮して， e型のパリエー

ションと見ることも可能であろう。このように考えると，名詞の複数形の

タイプとしては， e型， en型のこの二つのタイプしか残らなくなる（er型

に属する名詞は少ないので，また s型は外来語なので対象から外す〉。こ

の意味で，分布から女性名詞は en型のタイプであり，また〈複数形に揺

れ」から男性名詞・中性名詞はe型のタイプであると考えられる。

ウムラウトについては， er型ではウムラウト可能（a,o, u, au）な名詞
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は全てウムラウトする。それに対して en型はウムラウト可能な名詞であ

ってもウムラウトしない（例外は eWerkstatt. e Reistatt. 2語〉。ゼロ型

は男性名詞では rApfel など25語とその複合語だけがウムラウトする。

ゼロ型は女性名詞では eMutter. e Tochter の2語とその複合語だけが

ウムラウトし，中性名詞では sKloster. s Wasser. の2語とその複合語

だけがウムラウトする。 e型は女性名詞では全てウムラウトする（例外は

e. M i.ihsal. e Tr ii bsal. 2語〉が，その数はすくない。また中性名詞では

s Flo3. の1語だけがウムラウトする。従って，確率的にはウムラウトす

る名詞は男性名詞であると言う事も出来ょう。しかし，全体としてみれば

ウムラウトする名詞は限定されていると考えられる。

従って，女性名詞であれば，複数形として en型のタイプであり，男性

名詞であればe型のタイプであり，中性名詞であればe型のタイプである

とし、う傾向がある。このことは，名詞の性が指定されれば複数形のタイプ

がきまるという意味で，構造化の傾向が見られるということも言えよう。

注

(1) 独和大辞典（小学館， 1989）の該当項目を参照。

(2) 「現代ドイツ文法」 306,307ページ。

(3) 例外は rFussel, -s／・［n〕である。

( 4 ) Deutsche Sprache 248ページ。
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